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機体形状はM2011 Nose C 風試模型とし，その寸法は全長 910 mm，全幅 282 mmである．ノー
ズの先端や翼面の前後縁には格子の歪みを防ぐために 0.1 mmの曲率半径を与える．圧縮性外部流





直径 2 mの球面 
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ここで， b : 翼幅[m]，𝑐：主翼の平均空力翼弦長[m]，𝑈0 : 機軸方向の流速 [m/s] である．風試




横滑り角 β と無次元角速度?̂?を用いて次式のように表される． 
 𝐶𝑙 = 𝐶𝑙𝛽𝛽 + 𝐶𝑙𝑟 ?̂? (2) 
 𝐶𝑛 = 𝐶𝑛𝛽𝛽 + 𝐶𝑛𝑟?̂? (3) 
これらの右辺の β成分と?̂?成分を分離するには次の手順を採る．図２のように縦軸を空力係数，横
軸をβとするグラフを描き，それらの近似直線を求める．その傾きはβによる静的微係数（𝐶𝑙𝛽 , 𝐶𝑛𝛽），
定数項は ?̂?による動的成分（𝐶𝑙𝑟 ?̂?, 𝐶𝑛𝑟?̂?）である．後者を無次元角速度 ?̂?で割ることによって動的
微係数（𝐶𝑙𝑟 , 𝐶𝑛𝑟）を得る．このように，ヨー運動を伴う CFD 解析によって𝐶𝑙𝛽，𝐶𝑛𝛽，𝐶𝑙𝑟，𝐶𝑛𝑟の 4
つの空力微係数が推定できる．ロール・ピッチ運動の場合も同様の手順で空力微係数を求める． 
 
表３ CFD 解析条件 













３－１．静的空力微係数（𝑪𝒍𝜷 , 𝑪𝒏𝜷 , 𝑪𝒎𝜶） 
静的微係数𝐶𝑙𝛽，𝐶𝑛𝛽と無次元ロール角速度 ?̂?の関係を図３および４に示す．黄色の破線は静的
風試（ピッチ角 θ = 0）による計測値である．CFD解析結果では，両微係数は ?̂?の値によらず概ね






３－２．動的空力微係数（𝑪𝒍𝒑 , 𝑪𝒏𝒑 , 𝑪𝒍𝒓 , 𝑪𝒏𝒓） 
動的微係数𝐶𝑙𝑝 , 𝐶𝑛𝑝と無次元ロール角速度?̂?の関係を図６および７に，また動的微係数𝐶𝑙𝑟，𝐶𝑛𝑟と
無次元ヨー角速度?̂?の関係を図８および９に，さらに動的微係数𝐶𝑚𝑞と無次元ピッチ角速度?̂?の関
係を図１０に示す．緑色の破線は理論値（ピッチ角 θ = 0）である． 




るが，風試では，やはりデータのばらつきが大きい．𝐶𝑙𝑟については ?̂?が大きいほど CFD 解析と理
論値[2]の一致度が良くなっているが，風試結果はばらつきが大きい．𝐶𝑛𝑟については，ピッチ角 θ 











(1) ロールレートによる静的空力微係数（𝐶𝑙𝛽 , 𝐶𝑛𝛽）については，CFD 解析結果は静的および動
的風試結果と概ね良く一致することから，CFD 解析手法は概ね妥当と推察される． 









図３  𝐶𝑙𝛽 vs. ?̂? 
 
図４ 𝐶𝑛𝛽 vs. ?̂? 
 




図６ 𝐶𝑙𝑝 vs. ?̂? 図７ 𝐶𝑛𝑝 vs. ?̂? 
  
図８ 𝐶𝑙𝑟 vs. ?̂? 図９ 𝐶𝑛𝑟 vs. ?̂? 
 
図１０ 𝐶𝑚𝑞 vs. ?̂? 
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